
コード 23130

講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

朝鮮語１を受けた者を対象とする。また、期末テストや出席するだけで単位が取れることはない。即ち、授業
中、何をするかがポイント。語学の授業なので、積極的に発音して、様々な発表に参加することが重要。

講義計画

前期
１．レベル チェク及び復習
２．旅行する時の表現（丁寧形）
３．丁寧形の復習及び時間の表現
４．固有数字の練習
５．復習
６．小テスト及びドラマの表現を習う
７．過去形
８．過去形の否定
９．復習及び歌を習う
１０．尊敬語
１１．尊敬語を使った応用会話
１２．確認の表現
１３．逆接の表現
１４．総合復習
１５．まとめ
後期
１６．前期の復習及びレベルチェク
１７．意志の表現（～したいの表現）
１８．～したいの表現
１９．復習及び映画の表現
２０．許可の表現
２１．許可の表現及び応用会話
２２．小テスト及び復習
２３．勧誘の表現
２４．勧誘の表現及び応用会話
２５．買い物の表現
２６．可能の表現
２７．可能及び不可能の表現
２８．応用会話及び歌を習う。
２９．総合復習
３０．まとめ

テキスト 未定（プリントなど）

参考書 『できる韓国語』初級Ⅰ　新大久保学院李志瑛著　　　DEKIRU出版

目的と概要
毎回、文法及びフリーズを習った後、その「応用会話」をグループで繰り返し訓練し発表する。現場などで意思
表現ができるようにコミュニケーション能力を身につけるようにする。また、授業では、歌や映画等も題材に取り
入れて、言語を習得しながら言葉の向こうに見えてくる異文化理解も含めた授業を目指す。

成績評価法 期末テスト60％、小テスト及び発表などの受講態度40％

開期 通年 火曜日3限

授業テーマ 簡単な会話力、自分の意思表現ができるようにする。コミュニケーション能力を身につけるようにする。

科目名 朝鮮語Ⅱ

担当教員 李　春子

配当 文  2･人間2･薬学2

2009年度




